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単細胞生物の電界効果
岩 見 裕 一
本研究では ， 三段階電界融合法 を 用 い て ヒ メ ゾ ウ リ ム シ の 同種聞 の 細胞 を 融合しそ の 融合細胞か ら
夕、、ブ レ ッ ト を 得た 。 そ の ダブ レ ッ ト は 細胞分裂 で ク ロ ー ン を 増や し て い く が， 数ヶ 月 で元の正常細胞
に 戻っ て し ま っ た 。 異種聞 の ゾ ウ リ ム シ の 細胞 を 融合 し ， そ の 融合細胞か ら モ ン ス タ ー を 得た 。 ま た
色 々 な 種類 の ゾ ウ リ ム シ に 電界 を 印加 し そ の外形 の変化 を 観察 し た 。 ま た こ れ ら の 融合細胞の 外 形 の
変化 と ， 生物の進化の関係 を カ タ ス ト ロ フ ィ 一理論 を 用 い て 考察 し た 。
視覚障害者のための音声一点字変換装置に 関 す る 研究
久 保 哲
本研究 は ， 点字に 関す る 知 識 を 持 た な い晴眼者が， 普及 型 パー ソ ナ ル コ ン ビ ュ ー タ を 用 い て ， 視覚
障害者向 け の 点字書籍の 作成 を 音声入力 に よ っ て 行 え る 装置 の研究 を 行 な っ た 。 音声認識方 法 は 単音
節認識 と し た 。 単音節認識方法 と し て ， 母音 部 の 後， 子音 部 の 認識 を 行 な う 2段階認識法 を 用 い た 。
FFT を 2 度行 な う こ と に よ り ， 母音 度合い を 測 定 し ， そ れ に よ り 母音 部抽出 及 び， セ グ メ ン テ ー シ ョ
ン を 行 な っ た 。 認識結果 を 点字に 変換 し ， モ ニ タ ー画面上に 表示 し た 。
結合 4本線路形変成器の特性解析
小 池 雅 人
本研究 では ， 広帯域特性 を も っ通信用 変 成器の解析/設計 を め ざ し ， 結合 4 本線路形変成器 に つ い
て ， 特性の理論解析及 び実験値 と の 比較 を 行 っ た 。 ま ず ， 結合 4 本線路 に つ い て 分布定数論的 に 伝送
理論 を 考察 し ， 8 端子対 回路網の基本式 を 導 出 し た 。 次 に ， 巻線比1: 2: 1 のハ イ ブ リ ッ ド 変成器に つ い
て ， 漏洩係数， 整合係数， 速度比等が動作減衰量 に 与 え る 影響 を 調べ た 。 そ の 結果， 理論値 と 実験値
に よ い 一致が見 ら れ， 本法の理論解析が通信用 変成器の設計に 有効 で、あ る こ と が明 ら か に さ れ た 。
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2 本の問軸線路 を使用 した線路形変成器の解析
越 野 修 一
本研究は ， 2 本 の 同 軸 線路 を 使用 し た 線路形変成器 に つ い て挿入損 と 平衡度 の 周 波数特性 の 分布定
数論的考察 に よ る 計算お よ び測 定 に よ り 低周 波域の特性劣化 を 解析 し ， そ れ を 補償す る こ と で広帯域
化 を 図 る も の であ る 。 補償方 法 と し て ， 変成器の 出 力 側 負荷に コ イ ル を 接続 し た り ， 2 本 の 同 軸 線路
の 出 力 側 接合部 を 接地す る こ と を 試み た 。 そ の 結果 は ， 挿入損が少 し 増加 し た が， 平衡度が大幅 に 改
善 さ れ る こ と が明 ら か と な り ， 広帯域 な 特性が得 ら れ た 。
言語訓練支援シ ス テ ムの開発に 関 す る 研究
斉 藤 勝
生成す る 問題の構造及び反応時間 を 考 慮 し た 失語症の評価・ 訓練 シ ス テムの開発 を 試み た 。 第1に ，
個 々 の 検査語 に つ い て 意味的 に 近 い 語か ら ， 遠い 語 ま で， 5段階 に 分 け た 課題 で行 い ， 検査語 と 選択
語 と の意味的距離 と ， 反 応 時 聞 の デー タ を 取 り ， こ れ ら を 基 に フ ァ ジ イ 推理論 を 用 い ， ア ナ ロ グ的 に
理解度 を 測 定す る シ ス テ ム を 開 発 し た 。 第 2 に ， そ の 評価結果 に 基づ く ， 学習者の理解度 に 対応 し た
訓練プ ロ グ ラ ム を ， 自 動生成す る シ ス テ ム を 開 発 し た 。
交流電圧に よ る 懸垂碍子の閃絡破壊に 関す る 基礎研究
津 田 慎 一
今後 の超高圧送電に 対応す る た め ， 懸垂碍子 を 小型軽量化す る 検討 を し た 。 交流電圧 に よ る 懸垂碍
子 の閃絡破壊実験の観察か ら ， 従来の 沿面 の 漏洩抵抗の み の 等価 回 路 で は な く ， 碍子磁器部分の 浮遊
静電容量 を も 考 慮、 し た 梯子 型 の 等価 回 路 を 考 え た 。 そ こ で， 最適 な 条件 を 提示 し ， 最適 な 等価 回 路 の
回 路定数 を 得 た 。 次 に ， 高耐電圧 に す る た め の 考 え 方 を 提示 し ， 模擬碍子 に よ る 実験 と 数値計算 に よ
り ， 今後の指針 を 得た 。
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音波CTの有限要素 シ ミ ュ レ ー ション
津 田 明 彦
長波長 の 定常 波 を 境界上の送波器か ら 入射 し ， 領域 内 の密度分布 に よ る 散乱 ・ 屈折 の影響 を 送受波
器 に よ り 観測 デー タ と し て 計測 し ， そ の情報 を も と に 密度分布 を 決定す る こ と を 試み た 。 2 次元領域
を FEM を 用 いて 離散化 し ， グ リ ー ン の定理か ら 導 出 さ れ る 感度解析理論に 基づい た 密 度分布決定の
基本式 を 用 い て 数値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 っ た 。 ま た ， 逆問題解法 に 伴 つ 悪条件性への 対 応 と ， 計算
時 聞 の 軽減 の た め の未知数削 減法に 対 し で も 工夫 し た。
コ オ ロ ギの発音時に お け る 中胸神経節の入 出 力 特性 に 関 す る 研究
戸 嶋 真 也
雄の コ オ ロ ギ の縦連合神経束 を 電気刺激 し ， 発音 行動 を 解発す る こ と に 成功 し た 。 ま た 雌や幼虫の
コ オ ロ ギ に も 同様 の 実験 を 行 な い ， 雌や幼虫の コ オ ロ ギ に は 中 胸神経筋肉に 発音 に 関与す る 神 経系が
発達 し て い な い こ と も 確認す る こ と ができた 。 さ ら に 中 胸神 経節の 入 出 力 特性か ら ， 中 胸神経節内 で
ど の よ う に 情報処理が行 な わ れ て い る か を 考 察 し ， 求愛歌 を 作 り 出 す 中 胸神経節の モ デル を た て た の
で報告 す る 。
オ ー プ ン コ ア 形電磁リ ニ ア ・ ア ク チ ュ エ ー タ の等価 回 路 と
推力特性 に関す る 研究
中 村 文 孝
電気 的エ ネ ル ギー を 直接直線 的 な 機械エ ネ ル ギー に 変換 さ せ る 推 力 発生装置 の 必要性 に 伴 い ， リ ニ
ア ド ラ イ ブの研究が盛ん に 行 わ れ て い る 。 そ こ で今回 オ ー プ ン コ ア 形電磁 リ ニ ア ・ ア ク チ ュ エ ー タ の
特性解析法 を 検討 し た 。 装置 の磁気等価 回 路か ら 電気等価 回 路 を 誘導 し ， 被加速子の位置 に よ り 回 路
定数が変化す る こ と を 考 慮、 し て ， 推 カ 特性 を 算定す る 方法 を 提案した 。 解析結果 と 実測 値 は ， よ く 一
致 し ， 解析法 と し て 非常 に 優 れ た 手法 であ る こ と を 確認 し た 。
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圧電セラミックスの分極シミュレーションおよび振動解析
森 田 誠
圧電体の分極は長時間にわたって高電界をかけることによって達成される。 この分極分布は有限要
素法によって解析されてはいるが， これらは時間をかけ最終分極状態で分極がなされたものとしてい
る。 分極を 2回以上の電界印加によって行う場合， これを解く方法がなかった。 ここでは初期分極を
与えることができ， 分極が時間とともに変わる様子が表 現できるモテ、ルを提案する。 また分極が完全
ていない状態の場合， 振動にどのような影響を及ほすかを解析した。
On the Frequency Characteristics of a 3・D Cavity by Finite Element Method 
A.N.M. Zaheed Uddin Mahmood 
導j皮管や空洞共振器などにおける電磁波の様子を解析することは実際上重要で、' 有限要 素法の適用
が試みられている。 しかし， 実用的には問題が残されており， 物理的に存在しないスプリア ス解が計
算解に沿入する問題の処理や計算の効率化・精度の点でも現在検討段階にある。 本研究は 3次元電磁
界を有限要 素法で解析したもので， 定式化の特徴はエッジ要 素とラグランジュ乗数を併用している点
にある。 空洞共振器の固有値やマイクロ波フィルタ の散乱行列の計算を行った結果， スプリアス解が
抑制lできると共に本i去の妥当性がポされた。
A Study of Time Period and Characteristic of Forearm Electro­
myography in the Writing Activity of Alphabet Characters 
Siti Meiningsih 
The writing is a typical example of unimanual activities which is performed by human beings. 
They write alphabetical characters from left to right with certain angle in favor of each indi. 
vidual. In the present study， relations bet ween the time periods required to write lo wer.case 
alphabetical characters “a" to “z" at some different angles to a horizontal line and the ampli 
tudes of electromyogram signals recorded from forearm extensor and flexor muscles during 
writing. The subjects were divided into 3 groups : right.handed (11 persons )， left.handed (2 
persons )， and left.right.handed ( 4 ambidextrous persons ) groups. The time period was the 
biggest in writing angle of 20， despite of the handedness. It decreased when writing angle 
increased from 20 to 80， reached to a shortest level at an angle of 80 or 90， and then increased 
together with further increase of writing angle， resulting in a U shape curve. In any groups 
and in the use of any hands， the amplitude of E MG signals was the lo west at such an angle at 
least within differences in writing angle from 0 to 1 0. In addition， EMG recording in any groups 
indicated that the use of non.dominant hand requir・ed the bigger force than in the use of dominant 
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hand in writ ing with the angle of 80 or 90. The results suggest that the writ ing angle in favor 
of each individual is chosen reasonably from a biological point of view. The results were also 
discussed in relation with brain asymmetries. 
視覚誘発衝動性 眼球運動 の特性 に 関 す る 研究
任 春 力
衝動性眼球運動 の う ち ， 視覚誘発サ ッ ケ ー ド に 関す る 研究 を行い， 次の結果 を 得た 。 サ ッ ケー ド の最
高速度は視標の速 さ に よ り 変化す る こ と や， サ ッ ケ ー ド の不応期 は ， 視標の速 さ 及 ぴ予測機能 と 密接
に 関連す る こ と や， 速 い 視標 の場合は サ ッ ケ ー ド の不応期が短 < ， 遅い視標 の場合は 不応期が長 い こ
と が得 ら れ た 。 ま た ， 不応、期 は 位置 ラ ン 夕、、ム 視標 に 対 し て は 短 く ， 時 間 ラ ン ダム視標 に 対 し て は 長 い
こ と が わ か っ た 。 更 に ， 補正サ ッ ケ ー ド 発生 の 確率は 目 標 の振幅 だ け に よ り 変 わ る の では な く ， 目 標
の 速 度 に も 関係す る こ と や， 視覚 中 心位置 か ら 離れ る サ ッ ケ ー ド よ り ， 中 心位置 に 近づ く サ ッ ケ ー ド
の 最高速度が速 い こ と がわ か っ た 。
〔 工 業化学専攻〕
石炭 ア ル キ ル化物の ガ ス化
安 藤 重 裕
Zn-Butyl iodide 系 下 で処理 ( Nor. press. ， 130oC， 5h ) し た 三種の石炭 ( 天北炭， 太平洋炭， 夕 張
炭 ) の 水添 カ、 ス 化特性 ( 400 - 500oC， H2 Init . 100atm， 0 - 3h ) に 就 い て 検討 し た 。 概 し て ア ル キ ル基
導 入数 が 多 く な る に つ れ ガス 化率 も 漸次高 く な り ， 且つ炭種 を 選択す る こ と に よ っ て そ の 略 全 て を
5000C の低温で， ヵー ス 化す る こ と が可能 であ る 事 を 示 し た 。
N ー ア ル キ ル及 び N ー ニ ト ロ ス ル フ ィ ル イ ミ ン の合成 と そ の反応性
井 関 恒 久
ボ ラ ン ピ リ ジ ン 錯塩存在下， N 未置 換 ス ル フ ィ ル イ ミ ン と ア ルデヒ ド 及 ぴケ ト ン を 反応 さ せ た
と こ ろ ， い ま ま で合成 の 困 難 で、あ っ た N ー ア ル キ ル ス ル フ ィ ル イ ミ ン が得 ら れ た 。 反応速度 を 測 定 し
反応機構 を 検討 し た 。 ま た N ト シ ル ス ル フ ィ ル イ ミ ン を 濃硝酸 と 濃硫酸 の混酸で処理 し た と こ ろ ，
新規化合物で あ る N ニ ト ロ ス ル フ ィ ル イ ミ ン が得 ら れ た 。 N ー ニ ト ロ ス ル フ ィ ル イ ミ ン の 熱分解反
応， 種 々 の求核剤 と の 反 応， 酸化反応， 還元 反応 に つ い て 検討 し た 。
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水平電極型無 隔膜 Zrト Br2 二次電池
小 川 範 雅
近年， 米 国 を 中 心に 研究， 開 発 さ れて き た 電解液循環型 Zn-Br2 二次電 池 は 隔 膜 を 使用 し て い る た
め 電 池 内 部抵抗が高 し メ ン テ ナ ン ス も悪い 。 ま た ， 電解液 を 循環 さ せ る た め に ポ ン プ を 必要 と す る
な ど不 利 な 点 が 多 く あ る 。 こ れ に 代 わ る 電 池 と し て ， 正極 と 負 極 を 水平 に 配置 し た 無 隔 膜 Zn-Br2 二
次電 池 を 試作， 試験 し た 。 そ の 結果， ト リ エ チ ルア ミ ン 塩酸塩 を 電解液 に 0 . 4M添加 し た場合， デ ン ド
ラ イ ト 抑制効果 と 副 反応抑制効果 を 併せ も つ電圧効率90%， ク ー ロ ン 効率80%， エ ネ ル ギー効率70%
程度 の性能 を 持つ電池が得 ら れ た 。
Purification and Characterization of Tissue I nhibitor of Metalloproteinases family 
from Various Biological M aterials 
金 木 達 朗
細胞外マ ト リ ッ ク ス 成分の 分解調節因 子 の ひ と つ と し て 知 ら れ る ヒ と TIMP の遺伝子 を ク ロ ー ニン
グ し ， 大腸菌 に 導 入 し て β ー カ、 ラ ク ト シ 夕、ーゼー TIMP の融合 タ ン パ ク 質や リ コ ン ビ ナ ン ト TIMP
の 発現 を 試み た 。 融 合 タ ン パ ク 質は 競合 EIA の 標 識抗 原 と し て 利 用 で き ， リ コ ン ビ ナ ン ト TIMP-2
は HLE 培養細胞由 来の ネ イ テ ィ ブ TIMP-2 と 比べ て 異 な る 立体構造 を保持 し て い る こ と が示 さ れた 。
七 員 環 を 含 む 新 しい共役系化合物の合成研究
来 田 丈太郎
七員 環 を 含む縮合 多環系化合物の重要 な 中 間体 で あ る シ ク ロ ヘ プ タ 1 ， 4 ー ジ オ ン モ ノ エ チ レ ン ア
セ タ ー ル を 4 ー シ ク ロ へプ テ ノ ン を 原料 と し て 大量合成法の 開 発 に 成功 し た 。 ま た こ の 中 間体 を 用 い て
四員 環 1 ， 2 ジ オ ン の縮環化合物であ る ビ シ ク ロ [ 5 . 2 . 0] ノ ナ ン ー 1 ( 7 ) ， 2 ， 5 ト リ エ ン 4 ，
8 ， 9 ー ト リ オ ン の 合成 を 行 い ， そ の骨格合成 に 成功 し 目 的化合物 ま で脱水素反応 を 残す の み と な っ た 。
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S P E 電解法 に よ る オ ゾ ン製造
京 極 康 弘
水電解 に よ る オ ゾ ン 製造 に SPE 電解法 を 適用 し た 。 固 体電解質 は 陽 イ オ ン 交 換 膜 を 使 用 し ， 両 面
に 陽極 と し て β 型 二酸化鉛， 陰極 と し て 白 金 を 接合 し て 実験 に 供 し た 。 陽極室 に 水の み を 供給 し て 水
電解 し た と こ ろ ， 17 . 5A /dm2 で オ ゾ ン 発生電流効率は 8 % に 達 し た 。 ま た ， 従来電解法 に 比べ て 高
電流密 度 で槽電圧が低 く ， エ ネ ル ギー効率 を 高 め ら れ る こ と を 確認 し た 。 オ ゾ ン 分解速度 を 調べ た と
こ ろ ， 純水 中 で 43 . 7nmo1/1 ' sec ( 250C， 360μmo1 ( 03 ) /1 ( H20 ) ) であ る こ と が分か っ た 。
E鉛ー ア ル キ ル ハ ラ イ ド 系 に於 け る 石炭の可溶化機構の研究
- RZnX 系化合物の生成 と 石炭可溶化性 と の 関係一
種 目 清 志
ZwC4HgI 系 で石炭 を 処理す る と そ の 多 く がベ ン ゼ ン に 可溶化す る 。 Zn と C4HgI と の 反 応 に 於て生
成， 存 在 す る と 考 え ら れ る BuZnI， Bu2Zn， Znh や C4HgI を 種 々 組 み 合 わ せ て 検討 し た 結 果， Zn­
C4HgI 系 に 於て は BuZnI と BU2Zn の 平衡混合物が生 成 し ， こ れが活性種 と な っ て CÆgI ( ア ル キ ル化
剤 ) 存在下 に ブチ ル化が起 こ り ， 石炭が可溶化す る も の と 考 え ら れ た 。
二重異性化重合 に よ る 新規両親媒性高分子の合成 と そ の応用
島 倉 持 和
環状 シ ュ ー ド ウ レ ア 類 で あ る 2 ー ア ミ ノ - 2 ー オ キ サ ゾ リ ン 類 の環状ア ミ ン 部位に ベ ン セ、ン 環， ア ル コ
ー ル基， ケ ト ン 基， ア ミ ド 基， 二重結合 を 有す る 環状 シ ュ ー ド ウ レ ア 類 を 合成 し ， 合成 に 及 ぼす 置 換
基 の効果の検討 を 行 っ た 。 ま た 合成 し た 環状 シ ュ ー ド ウ レ ア 類 の ス ル ホ ン 酸 エ ス テ ル系 開始剤 に よ る
開 環 異性化重合及 びハ ロ ゲ ン 化 ア ル キ ル系 開始剤 に よ る 二重 異性化重合 を 行 い 重合に 及 ぽす置換基の
効 果 に つ い て 検討 を 行 っ た 。
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ニ相系電解酸化 に よ る ア ル ケ ン の エ ポ キ シ化
高 嶋 一 英
陽 イ オ ン 交換膜， ナ フ イ オ ン 1 17で分離 し た 電解槽 を 用 い て 陽極 に 二酸化鉛， 陰極に 白 金 を 使 用 し ，
ジ n オ ク チ ル錫， 金属酸化物の存在下， 水一ベ ン ゼ ン 二相系に お い て ア ルケ ン を 常 温で24 時間 定電位
電解 し た と こ ろ ， ア ル ケ ン の エ ポ キ シ 化が起 こ っ た 。 金属酸化物に タ ン グス テ ン 酸 を 用 い ， 相 間 移動
剤 TOMAC の 存在下， 酸化電位 1 . 5 VvsSCE の 条件 で， 1 ー オ ク テ ン よ り エ ポ キ シ 体が収率28 . 8% で
得 ら れ た 。
s， s ー ジ フ ェ ニ ルーs- フ ル オ ロ チ ア ザイ ン と ア ミ ン 類の反応
- N ー モ ノ 置換ス ル ホ ン ジ イ ミ ン ， s- ア ミ ノ チ ア ザ イ ン の合成一
高 田 英 一
チ ア ザ イ ン 類 は SN 三重結合 を 有す る 珍 し い 有機硫黄化合物で あ り そ の性質 と 反応性に は 未知であ
る 所が 多 い 。 そ こ で比較 的合成 し 易 い S フ ル オ ロ チ ア ザ イ ン と ア ミ ン 類 と の 反応 を 行 い ， さ ら に 分
子軌道計算 に よ る 理論的考察 と 比較検討 し た 。 そ の結果一級ア ミ ン と の 反応 に よ り 今 ま で合成 し 難 い
と 思 わ れて い た N モ ノ 置換 ス ル ホ ン ジ イ ミ ン の新規合成方 法 を 確立 し た 。 ま た 二級ア ミ ン と の 反応
に よ り 新規チ ア ザ イ ン で あ る S ア ミ ノ チ ア ザ イ ン の 合成 に 成功 し た の で そ の性質 と 反応性 に つ い て
研究 し た 。
s- フ ル オ ロ チ ア ザ イ ン の生成 と ア ル カ リ加 水分解反応 に 関 す る
立体化学的 及 び動 力 学的検討
竹 内 球
N ハ ロ ス ルフ ィ ル イ ミ ン か ら 合成 さ れ る フ ル オ ロ チ ア ザ イ ン は SN 三重結合 を 有す る 珍 し い化合
物 で あ る 。 本研究 では ， SN 三重結合の生成 と そ の硫黄上に お け る 置 換 反 応 の 機構 を 立体化 学 的 及 び
動 力 学的手法 に よ り 明 ら か に し た 。 ま た ， フ ル オ ロ チ ア ザ イ ン と 炭素求核剤 と の 反 応 を 行 い イ ミ ノ ス
ル ホ ニ ウ ム イ リ ド を 初 め て 合成 し た 。 さ ら に ， N ブ ロ モ ス ル フ ィ ル イ ミ ン と 銀塩 と の 反 応や フ ル オ
ロ チ ア ザ イ ン と カ ル ボ ン 酸塩 と の 反 応 で親規チ ア ザ イ ン 中 間体 を 通 る こ と を 示 し た 。
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石炭の化学構造-LC 並 び に G PC 分別物 の構造特性一
西 博
夕 張， 太平洋両 炭 ブチ ル化物の 中 性ヘ キ サ ン 可溶分 ( 原炭 当 り 各76%， 42% ) 中 ， 共 に 56% と 高 い
比率 を 占 め た 極性留分 を 更 に ， ①繰 り 返 し ブチ ル化 に よ る 低分子量化， ②含酸素基 の 定量， ③脱水素
化反応， ④水素化分解 し て ， そ の構造 を 詳 し く 調べ た 。 そ の 結果， 夕 張炭極性留 分 は 3 - 4 環 の 芳 香
環 と 約 2 環の ナ フ テ ン ， 又太平洋炭極性留 分 は 2 - 3 環の 芳 香環 と 約 1 環 の ナ フ テ ン を そ れ ぞれ骨格
と し て こ れ ら に C4H9 基や OH 基， OCÆ9 基等の含酸素基が結合 し た 構造であ る 事が分か っ た 。 両 炭
極性留 分 の モ デル構造 を 提示 し た 。
Thermal Behavior and Mass Spectrometry Studies 
of 2-0xazolidinone Derivatives 
平 田 文 彦
5 - ( ρ 一 置 換 フ エ ノ キ シ メ チ ル ) - 3 ー フ ェ ニ ル カ ルパモ イ ルー 2 - オ キ サ ゾ リ ジ ノ ン 誘 導 体 ( PPO )
の マ ス ス ベ ク ト ル の 速度論的 な 取扱 い に お い て は ， 置 換基効果が認め ら れ た が， 熱的デー タ ( 活性化
エ ネ ル 占f一， 融解熱 ) に は 認め ら れ な か っ た 。 TG-GC川目 測定か ら PPO の電子衝撃 と 熱分解に よ る
開裂の相違 は 解明 さ れ た 。 さ ら に ， 空気零囲気下 の PPO の 熱分解速度は， 窒素零囲気下の値 と 比べて
増加す る 傾 向 が見 ら れ た 。
ア ズ レ ノ [2， 1 -b]-3，  8ー メ タ ノ [1 0] ア ヌ レ ン の合成 と 性質 に 関 す る 研究
矢 崎 順 一
1 - ホ ル ミ ルー 2 ( 6 - ホ ル ミ ルー し 3 ，  5 ー シ ク ロ へプ タ ト リ エ ン ー 1 イ ル) ア ズ レ ン を低原子価の
チ タ ン を 用 い て 分子内 カ ル ボ ニ ル カ ッ プ リ ン グ 反 応 を 行 う こ と に よ っ て ， ア ズ レ ノ [ 2 ， 1 - b ]- 3 ，  
8 メ タ ノ [10] ア ヌ レ ン を 合成 し た 。 lH-NMR ス ペ ク ト ルか ら ， こ の化合物は 周 辺 18 π 電子系 の共役
の 寄与 の 存在 と ， ア ズ レ ン 核 の 方 が架橋 [10] ア ヌ レ ン よ り 非局 在化 の程度が大 き い こ と が わ か っ た 。
qo AU 句'・4
Synthesis and Polymerization of Conjugated Diacetylenes 
矢 元 正 俊
両 末端 に 種々 の 芳 香環 を も ち ， ス ペサー と し て 8 個 の メ チ レ ン 基 を 導 入 し た 新規共役 ジ ア セ チ レ ン
化合物の合成 を 行 な っ た 。 そ し て そ れ ら の重合性 お よ び得 ら れ た ポ リ マ ー の 物性 に つ い て 検討 を 行な
っ た 。 重合性 に つ い て は 主 に 紫 外線重合に よ る 時 間 一重合率 曲 線か ら 検討 を 行 な い ， ま た 得 ら れ た ポ
リ マー の 物性 に つ い て は 各溶媒 に 対す る 溶解性 お よ び そ の ポ リ マー 溶液 の サ ー モ ク ロ ミ ズム ， ソ ルパ
ト ク ロ ミ ズム や ポ リ マー結晶 の X 線 回 折， 熱分析， 熱分解生 成物の確認等 を 行 な っ た 。
〔金属工 学専攻〕
βF 錦 - j!鉛合金の相分解過程
青 木 勝
本合金 を 623 K 以下 の低温で焼鈍す る と 板状 の α 相 が分解生成す る 。 こ の 生 成 機構に つ い て 議論 が
盛ん で あ る が， こ の 機構 を 論ず る 上 で最 も 重要であ る α 相の正確 な 形状 は 未 だ に 不 明 であ る 。 本研究
で は ， β ' 母相 を 優先腐 食す る こ と で α 相 を 浮 き 彫 り と し ， 母相 と の 結 晶 方位関係 を 考慮 し た ， 正確 な
形状 を 求め る こ と に 成功 し た 。 さ ら に 623 K よ り 高 温 で存在す る と さ れ る 棒状 の α 相が623 K 以下 で存
在す る こ と も 見 い だ し た 。
高分解能電子顕微鏡 に よ る 格子像の コ ン ビ ュ ー タ ー シ ミ ュ レ ー ショ ン
磯 村 克 明
近年の透過型電子顕微鏡の 発達 は ， 材料 を 構成す る 原子 を 直接観察す る こ と を 可能 と し た 。 し か し ，
得 ら れ た 顕微鏡像 ( 高分解能像 ) は ， 試料内 での動力 学的 回 折効果や レ ン ズ収差 に よ り 真 の姿 を 現 さ
な い こ と が 多 い 。 本研究 では ， コ ン ビ ュ ー タ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 法 に よ っ て 透過型電子顕微鏡の結像過
程 を 再現 し ， 未知 な 結晶構造 を 持つ材料か ら 得 ら れ た 高分解能像の解析に 成功 し た 。
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難処理性製練原料か ら の貴金属成分の湿式回収法 に 関 す る 基礎 的研究
板 倉 浩 二
難処理性製錬中 間産物の ひ と つ で あ る 銅や 鉛 の ア ノ ー ド ス ラ イ ム に は Au， Ag お よ び Pt 等の 貴 金
属 が含 ま れ て お り ， こ れ ら か ら の Ag お よ び Au の効率的 な 湿式 回収法 に 関 す る 基礎的研究の一環 と
し て ， 電気化学的 お よ び浸 出 実験 な ら ぴに 熱力 学的 お よ び電極反応論的観点か ら の 考察 を 行 っ て 検討
し た 。 そ の 結果 よ り ， 鉛ア ノ ー ド ス ラ イ ム か ら の 高純度 Ag の効率的 な 湿式 回 収 プ ロ セ ス の提案 を 行
い ， ま た ， 銅 お よ び鉛ア ノ ー ド ス ラ イ ム 酸 浸 出 残漬か ら の Au の効率的 な 酸化 浸 出 処理の有効性 を 示
し た 。
Tト6A卜4V 合金 に 形成 さ れ る α/β 界面相
佐 藤 正 孝
Ti-6Aト4V 合金 に 生成す る α/β 界面相 に つ い て そ の 形態， 結晶学お よ び形成起源に つ い て 解析 を 行
な い ， α/β 界面相 の 中 で典型 的 な 柱状 界面相 は fc. c 構造 を 示す が そ の他の 界面相 は fc. c， h. c.ρ 両構
造が存在 し ， 全体 と し て は f c. c 構造が優勢 で、 あ っ た 。 α /β 界面相 と y 水素化物に は結晶学的な類似性
が確認 き れ た が水素化物 と 同 定 は で き な か っ た 。
穆酸 イ オ ン に よ る 酸性塩化物水溶液か ら の金の還元析 出 に
関 す る 電気化学的研究
三 賀 朋 尚
金等 の 貴金属 の使用 量 は 急速 な拡大の傾 向 を 示 し て い る 。 し か し ， こ れ ら の 貴金属成分 は 資 源 的 に
乏 し い た め， 難処理性製錬原料や ス ク ラ ッ プ等か ら の 製錬 回 収が重要 な 検討課題で あ る 。 そ こ で， 本
研究は 貴金属 の効率的 な 湿式処理法 の確立 に 関す る 基礎資料 を 得 る 目 的 で， 穆 酸 イ オ ン を 還 元剤 に し
た 金 ク ロ ロ 錯 イ オ ン を 含む 酸性塩化物水溶液か ら の 金の還元析出過程に 及 ぽす 各 因 子の影響につ いて，
電気化学的 測 定 な ら ぴに 還元実験 を 行 い ， 電極反応論的観点 と 動 力 学的観点か ら 考察 し た 。
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53Fe- 1 5Cr-26Ni 合金 に お け る γF 相 お よ び η 相の析出 と 成長
高 j畢 裕 異
Fe-Ni 基耐熱合金A 286 の 時効硬化 と 微視組織の変化 を解析 し ， y' 相 の 成 長 を Ostwald 成長機構に
基づ く Lifshitz-slyozov-wagner の理論 を 適用 し て 速度論的 に 解析 し ， y ' 相か ら 移行す る マ 相 の生成
お よ び成長過程に つ い て も 詳細 に 解析 し た 。
Tト Ni 合金の相変態 と 形状記憶能 に 及 ぼす Ni 含有量の影響
瀧 田 朋 之
3 種類 の Ti-50 . 4， Ti-50 . 8 お よ び Ti-51 . 7 at. % Ni 合金 に つ い て 熱延 温度， {令延後の焼 な ま し 条件
お よ び Ni 含有量が変態 組織， す な わ ち B2， R， M 相 の 生成消滅， 組織お よ び形状記憶能 に 及 ほす影響
に つ い て 解析 を 行 な い ， 形状記憶能が熱延 温度， 冷間加工度， 拘 束焼鈍温度， 変態温度に よ っ て 微妙
に 変化す る こ と が明確 と な っ た 。
加 工熱処理した Aト Mg2Si 基合金の時効析 出 過程
成 田 宏 治
時効硬化型 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 で あ る 本合金 は ， Mg2Si 濃度の違い， 特に lwt% を 境 と し て機械的性
質が大 き く 変化す る こ と が知 ら れて い る 。 し か し ， こ の Mg2Si 濃度 と 時効析出組織の関係 に つ い て 詳
細 に 調べ ら れ た 研 究 は な い 。 本研究 では ， Mg2Si 濃度 を O . 2 � 1 . 6wt% と 変化 さ せ た 合金 の 時効析出
過程 を 透過 型電子顕微鏡観察 と マ イ ク ロ ビ ッ カ ー ス 硬 さ 測定 に よ り 解 明 し た 。 そ し て ， 時効硬化 し な
か っ た 低 Mg2Si 合金 を 加工熱処理に よ っ て 時効硬化 さ せ る こ と に 成功 し た 。
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AI 基合金の腐食特性 に 及 ぼ す Ga の影響
野 村 弘 明
我 国 で使用 さ れ る 大部分の Al 地金が輸入 さ れ て い る 。 こ れ ら の 地金中 に は 微 量 の Ga 成分が含有
さ れ て い る た め， 腐 食挙動 に 影響 を 与 え る も の と 考 え ら れ る 。 そ こ で， Al 基合金の腐食特性 に 及 はす
Ga の影響 を 明確 に す る 研究の一環 と し て， HCI04 水溶液中 に お け る AI-Ga 合金の ア ノ ー ド 溶解特性，
な ら ぴに ， ハ ロ ゲ ン イ オ ン を 含む環境 で は 孔食 を 生成す る 事か ら ， NaCl を 含む H2S04 水溶液中 に お
け る 孔 食特性 に 及 ぼ す Ga の影響 に つ い て 検討 し た 。
Ti- 1 5V-3Cr-3Sn-3AI 合金の時効 に よ る α 相 の 析 出
牧 野 武 彦
3 型 チ タ ン 合金 で あ る Ti- 15- 3 を 用 い て j容体化処理後 の 時効 に よ る α 相 の 析 出 様 式 に つ い て 解析
し た 結果， Menon ら が Ti-Cr 二元合金 で観察 し た normal α と black plate a 相 の 2 形態 は 本合金
で も 認め ら れ た が black plate α 相が極端 に 高 濃 度側 の β 相 と 平衡 し て い る と い う 事実 は 認 め ら れ
ず ， normal と black plate 聞 は 連続的変化 で あ る こ と 等が 明 ら か と な っ た 。
53Nト1 5Cr-20Co 合金 に お け る γF 相の析出 と 成長
張 小 由民
Nimonic 105 合金の y' 相 の析 出硬化特性 と 微視構造 を 解析 し た 結果， Nembach ら が指摘 し た よ う
に 固 溶化熱処理後 の水冷程度 で、は y ' 相 の 析 出 を 抑 止 で き ず ， 抑止す る た め に は 104K/s 程度のi令却速
度が必要 で、あ っ た 。 y ' 相 の平均粒径の 3 乗 と 時効 時 間 と の 間 に は 直線関係が成立 し ， 成長速度の活性
化エ ネ ル ギー と し て 266 kJ/mol が得 ら れ た 。
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〔機械工学専攻〕
非定常局 部加 熱 さ れ る 有孔無限板の 円 孔縁 き 裂 の
応力 拡大係数 に 関 す る 研究
中 林 秀 明
円 孔縁に き 裂 を 有す る 無 限板が時 間 と と も に ス テ ッ プ状 に 変化す る 熱源 に よ っ て 非定常加 熱 さ れ る
と き ， き 裂先端 に 生ず る 熱応 力 拡大係数 を 解析 し た 。 単一 き 裂 と 一対 の き 裂の 2 通 り の場合に 対 し ，
熱源が静止 し て い る 場合 と 円 孔周 囲 を 回転移動 し て い る 2 通 り の加熱条件の場合に つ い て 解析 し ， 数
値 的 に 種 々 の パ ラ メ タ の 影響 を 検討 し た 。 ま た ， 円 孔縁 き 裂 を 有す る 板 に つ い て ひ ず み ゲー ジ を 用 い
て 応 力 拡大係数の 測定 を 行い数値結果 と 比較 し た 。
伝熱促進体 を 含 む 氷 の 融解過程 に 関 す る 研究
j賓 田 俊 克
本研究 は ， 太陽 熱 を は じ め と す る 熱エ ネ ル ギー を 有効 に 利 用 す る た め の潜熱蓄熱装置 の性能 向 上 を
目 的 と す る 。 蓄熱材料の相変化特性 を 改良 す る た め， 氷 中 に 銅 素線に よ り 作成 し た 格子， 及 びア ル ミ
ニ ウ ム を 主成分 と し た 発泡金属 を 伝 熱促進体 と し て 充填 し た も の を 蓄 熱材料 と し ， 氷の蓄 熱実験 を 行
っ た 。 そ の 中 で， 伝熱促進体の体積割合， 形状， 及 び液相 内 に 発生す る 自 然対流が隔解過程に 及 ぼす
影響 を 検討 し た 。
散水 に よ る 屋根雪融雪 に 関 す る 実験的研究
前 野 満
北陸地方 を 初め と す る 豪雪地域に 住む 人 々 に と っ て ， 屋根雪処理は 冬期 間大 き な 問題 と な っ て お り ，
人 力 に よ る 屋根の雪下 ろ し 作業 は 困 難に な っ て き て い る 。 そ こ で， 屋根雪処理技術 の 開 発 の ーっ と し
て ， 設備 コ ス ト と 維持 コ ス ト 等 の経済的 な 観点か ら ， 融雪型 に よ る 屋根雪処理 を 取 り 上げ る 。 本研究
は ， ス プ リ ン ク ラ ー を 用 い て 屋根面 に 散水 し 融雪 を 行 つ 方 法 で あ り ， こ の 融 雪効果 を 検討す る 。 そ れ
と 同 時 に 3 種の ス プ リ ン ク ラ ー の散水性能 の評価 を 行 う 。
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溶湯鍛造 ア ル ミ ニ ウ ム合金の 空 中 及 び寓食疲 労 き 裂伝 ぱ挙動 に 及 ぼす
微視組織の影響 に 関 す る 研究
矢 口 達 也
j容湯鍛造 ア ル ミ ニ ウ ム 合金の疲労 き 裂伝 ぱ挙動 に 及 ぽす微視組織の影響 を 明 ら か に す る た め， 微視
組織の 異 な る 3 種類の供試材 ( AC8A-T6， AC8A-F， AC4C-T6 ) を 用 い て 大気 中 及 び腐 食環境下 での
疲労 き 裂伝 ぱ試験 を 行 っ た 。 そ の 結果， 大気 中 の 疲労 き 裂伝 ぱ挙動が， 複合組織の寸法 ・ 形状 の 違 い
に よ る き 裂伝 ぱ経路の影響 を 受 け る 事 を 明 ら か に し ， ま た 腐 食環境下 の疲労 き 裂伝 ば挙動 が， 活性溶
解 と 二次 き 裂発生 の影響 を 受け て 変化す る 事 も 明 ら か に し た 。
平板 と 異 な る す き ま を持つ直列 2 円柱か ら の渦放 出 に 関 す る 研究
張 克 倹
主 流 に 垂 直 で、， かっ平板 と 異 な る す き ま を 持 っ て 設置 さ れ た 直列 2 円 柱 ま わ り の 流 れ に つ い て ， 円
柱後流に お け る 渦放 出 周 波数 の 測定お よ び流れ の 可視化実験 を 行 っ た 。 そ の 結果， ( 1 )渦放 出 周 波数に
関 す る 跳躍現 象 の 発生す る 2 円 柱間 隔 と す き ま の 関係， (2) あ る 2 円 柱 間 隔 と 平板 と の す き ま に お け る
非対称流の存在， (3)上流側 円 柱端か ら の 吹 き 上げ流 と 2 円 柱後流に お け る 渦放 出 周 波数 の 関係 な ど が
明 ら か と な っ た 。
〔生産機械工学専攻〕
S U S 304 鋸 刃 切断 に お け る 被削性評価 に 関 す る 研究
安 藤 弘 紀
メ タ ル ソ ー に よ る 切 断 の 問題点 を 解 明 し ， 切 削加工性 を 改善す る こ と を 目 的 と し て ， 各 種 条 件 で
SUS304 の 連続鋳造丸棒の切 断 を 行 っ た 。 そ の 結果， 工具形状 と し て す く い 面 の 幅 は 0 . 7 � 0 . 8 mm，
溝 ピ ッ チ は 0 . 8mm， 側 面 逃 げ角 は l . 5度， す く い 角 は ← 20度， 工具材種 は P 20， 切 削 条件 と し て， 切
削 速 度 は 50 � 60m/min， 送 り 量 は 0 . 07mm/tooh の 条件が比較 的 良 好 な 結 果 を 示 し た 。
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チ タ ン合金 お よ びニ ッ ケル基合金 に お け る 研削性評価 に 関 す る 研究
加 藤 智 仙
難削材であ る チ タ ン 合金や ニ ッ ケ ル基合金の研削性 を 評価す る 目 的 で， 在来型 の砥石 に よ る 研 削加
工 を 行 い ， 研削比， 仕上げ面性状， 研削面残留 応 カ の 観点か ら 研削性 を 検討 し た 。 そ の 結果， チ タ ン
合金の研削 に は G C 砥石， ニ ッ ケ ル基合金 に は WA砥石が適 し て い た 。 ま た ， チ タ ン 合金では砥石周
速度が低速 の 方が研削比 ( 金属 除去量/砥石損耗量 ) が大 き く な る 結果 が得 ら れ た 。
ゾ ー ン プ レ ー ト 干渉縞の解析方法 に 関 す る 研究
神 谷 和 秀
ゾー ン プ レ ー ト 干渉縞 の解析 に お い て ， オ ー バーサ ン プ リ ン グ法 を FFT 干渉計測法 に 用 い て ， ス
ペ ク ト ルの 分解能 を 上げ， キ ャ リ ア 周 波数 周 辺 に あ る 形状情報の範囲 を 決定す る 方 法 を 検討 し た 。 そ
の 結果， キ ャ リ ア を 完全 に 分離， 除去す る こ と が で き ， 傾 き 成分 を な く す こ と が で き た 。 形状情報の
範囲 を 決定す る ア ル ゴ リ ズム の確立 に よ り ， 自 動解析お よ び解析時 間 の 短 縮 が で き た 。 ま た 個 人誤差
を な く す こ と が で き た 。
高 強度 ア ル ミ ニ ウ ムー セ ラ ミ ッ ク ス 粒子
複合材料の 高速超塑性加 工 に 関 す る 研究
松 本 博 明
難加工材 と し て 知 ら れ る ア ル ミ ニ ウ ム ー セ ラ ミ ッ ク ス 粒子複合材料の 製造工程 中 に 超塑性 を 付与す
る こ と に よ っ て ， そ の塑性加工性 を 改善す る こ と を 目 的 と し た 。 そ の 結果， 従来の 超塑性材料 よ り も
極 め て 高速度 で超塑性 を 示す複合材料の 製造条件が 明 ら か と な っ た 。 ま た ， セ ラ ミ ッ ク ス 粒子体積率
の 異 な る 複合材料 を 作製 し ， 圧縮， 及 び引 張超塑性特性 を 比較評価 し た 。 さ ら に ， そ の 超塑性変形機
構 に つ い て 考察 し た 。
ハU
金属材料の機械加 工 に お け る 水溶性切削油剤の影響 に 関 す る 研究
三津 目 忠 男
市 販 さ れ て い る 水溶性切 削 油 剤 の切 削性 に 及 ぼす影響 を 検討 し ， そ の特性 を 改善 し た 高性能 な 油 剤
の 開発 を 目 的 と す る も の で， 試作 し た ベー ス 油 お よ び添加剤 を 調 整 し た 切 削 油 剤 が機械加工性 に 及 ぼ
す影響 に つ い て の検討 を 行 っ た 。 そ の結果， 市 販 の 油 剤 に 比べ て 加工性が向上 し ， 塩素系， 硫黄系 の
極圧 添加 剤 では 研削加工， タ ッ プ加工に よ っ て ， そ れ ぞれ 異 な る 効果がみ ら れ た 。
〔化学工 学専攻〕
回転振動 円 板 に よ る 微細粒子群の連続形状分離
石 神 利 道
ス パ イ ラ ル カ、、イ ド 付傘型 回転振動 円板 を 用 い た 連続形状分離装置 を 試作 し ， こ の装置 に よ る 微細不
規則 形状粒子群の 形状分離の可能性 に つ い て 実験 的 に 検討 し た 。 不規則 形状粒子 の 3 次元形状 を 有効
に 評価 で き る 形状測定法お よ び形状指数 を 採用 し ， 回収粒子群 の 形状解析 を 行 っ た 結果， 本装 置 に よ
っ て 約 50μm の微細粒子群 の 形状分離 も 可能 で、 あ り ， ま た 分離特性 ( 分離効率 ) は ， 各種操作条件お
よ び 円板表面素材 に よ っ て 影響 を 受 け る こ と が確 か め ら れ た 。 ( 化学工学会 第24 回 秋季大会 ( 1991年
10 月 ， 名 古 屋 ) に お い て 発表 )
水で練 っ た 粘土層 の物性値 と 電気浸透 的脱水
加 藤 和 彦
粘土， 長石 お よ び水の 混合層 を 実験試料 と し て ， 脱水 に よ る 粘土層 の か さ 容積変化特性 お よ び粘土
層 の OSP 変化 を 測 定 し ， そ れ ら が含水率お よ び、長石混合分率の関数で表 さ れ る 実験 式 を 導 出 し た 。
同 じ 実験試料 を 用 い た 電気浸透 的脱水実験 を 行 い 含水率分布 な ど を 測定 し た 。 層 内 で電位勾 配に よ る
水分移動 と OSP 勾 配に よ る そ れが相互に 独立 に 作用 す る と い っ 単 純 な モ デル に よ り 解析 を 行 い ， 実
験値 と の 比較 を 行 っ た 。 解析値 と 実測値 は 良 好に 一致 し た 。
I T­-4 
同体摩擦法 に よ る ぜ い性砕料の温度上昇 お よ びメ カ ノ ケ ミ カ ル変化
黒 川 寛 幸
本論文 は ， 同体摩擦法 に よ る ぜい性砕料の 温度上昇 に 関 し て 二次元非定常熱伝導 を 適 用 し て 理解解
析 を 行 い ， 温度分布 の計算値が熱電対法 に よ る 実験値 と ほ ぽ一致す る こ と を 示 し た も の で あ る 。 き ら
に ， 同体摩擦 に よ っ て 生成 さ れ る 超微粉体 に は メ カ ノ ケ ミ カ ル変化が生 じ て い る こ と を X 線 回 折 に よ
り 明 ら か に し て か ら ， 結 品 転移 に お け る 圧 力 一温度状態 図 に つ い て 熱伝導論的お よ び熱 カ 学的 に 詳細
に 考察 し て ， 相転移機構 を 解 明 し た 。
相変化 を伴 う 凝 固 過程 に お け る 移動 現象
五 箇 洋 子
本研究 で は ， 矩形容器 内 の 水 の 冷却過程の数値解析 を 有 限差分法 を 用 い て 行 い ， 非定常 自 然対流現
象 を 定量的 に 解明 す る こ と を 試み た 。 ま た ， 左右壁面 温度一定での側面冷却現象の 実験 を 行 い 数値計
算 と 比較 ・ 検討 を 行 っ た 。 更 に ， 上下壁面 及 び左壁面 の 3 方 断熱の場合 の 側 面 冷却現象実験 と 数値計
算 の 比較 ・ 検討 も 行 っ た 。 そ の 結果， 定性的一致 を 得 る こ と が で き ， 定常状態 での伝熱 メ カ ニ ズム を
把握す る こ と が で き た 。
固 定化 オ キ シ ダ ー ゼ を 用 い た グル コ ン酸の生産 に 関 す る 研究
坂 田 圭 祐
グル コ ー ス オ キ シ ダーゼに よ る グル コ ー ス か ら の グル コ ン 酸 の 生産 を 目 的 と し て ， 包括， 物理吸着，
共有結合に よ る 三種類 の 国 定化 オ キ シ ダー ゼ を 調 製 し ， 反応速度パ ラ メ ー タ ー に つ い て検討 を行っ た 。
そ の結果， ア ル ギ ン 酸 ゲル ビ ー ズに よ る 包 括 固 定化酵素 は ， 基質の拡散抵抗， お よ び副生成物の ゲル
内への蓄積に よ り 反応効率が低下す る こ と がわ か っ た 。 ま た ， グル コ ン 酸 の 生産 に は ， 物理吸着 固 定
化酵素 が， 最適 で‘ あ る こ と が わ か っ た 。
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均一懸濁状態 の 固 一液系捜梓槽の揖件、動 力 に 関 す る 研究
左 波 一 彦
均一懸濁状 態 の 固 液系撹件槽 の捷持動 力 に 及 ぼす ， 懸濁粒子 の容積分率， 粒子径分布， 平均粒子
径， 粒子 と 液 と の密度差の影響 を ， 球形 固 体粒子 を 用 い て 詳細 に 検討 し ， 援件動 力 と そ れ ら の 諸 国子
と の 問 に 相関 式 を 得た 。 次 に ， こ の 結果 を も と に ， 固 液系 ス ラ リ ー操作の一つ で あ る 湿式球形造粒
の進行に 伴 う 撹持動 力 の 変化に つ い て 検討 を 加 え ， 間持動 力 の 変化 は 造粒 プ ロ セ ス の進行の指標 と な
る こ と を 明 ら か に し た 。 (粉体工学会誌， V 01.  29， N o .  4，  pp. 269 ( 1992 ) に 掲載， 化学工学会秋季大
会発表 ( 1991年10 月 ) に て 発表 )
有 限要素法 に よ る 乱流促進体聞の流動解析
畑 利 幸
本研究は こ れ ま で実験 的 に 捉 え て き た 乱流促進体問 の 流れ挙動 及 び伝熱促進 の メ カ ニ ズム を 有 限要
素法 を 用 い た 数値解析に よ り 理論的 に 捉 え る こ と を 試 み， 定性的 に 実験 と 一致 し た 結果 を 得 た 。 計算
は パ ソ コ ン の使用 を 前提 と し て 行 い ， パ ソ コ ン に よ る 計算 に よ っ て も 流れ挙動や 流れが及 ぼす伝熱促
進効果 を 定性 的 に 再現す る こ と が で き ， 実験の場合 と 同様 な 手 法 で， 計算結果か ら 促進体設置 の 有効
性 を 評価す る こ と が可能 で、あ る こ と を 示 し た 。
造粒 と 粉砕 と 分粒 と の 同 時操作 に よ る 微細造粒粒子設計
林 田 健 志
粉末新素材 の 開 発 に と も な う 粉体工学的問題 の解決法の一つ に ， 微粉末 を 流動性の 高 い 微細球状粒
子 に 成形加工 し ， 処理す る 方法が考 え ら れ る 。 本修論 で は ， 連続式 回 転 円錐型容器 を 用 い た 造粒 と 粉
砕 と 分粒 と の 同 時操作に つ い て ， そ の造粒 プ ロ セ ス を モ デル化す る こ と に よ り 造粒機構 を 明 ら か に す
る と 同 時 に ， 造粒特性 に 及 ほす操作条件の影響 に つ い て 検討 し ， 微細造粒粒子生成， 設計 に つ い て の
指針 を 与 え た 。 さ ら に ， そ れ ら の結果 を も と に 計算 図 表 を 作成 し ， よ り 簡単 な 微細粒子設計法 に つ い
で示 し た 。 ( 粉体工学会誌， V 01.  28， N o. 5， pp. 300 ( 1991 ) に 掲載， 化学工学会第24回秋季大会 ( 1991
年 10 月 ， 名 古屋 ) に て 発表 )
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電源回路故障診断 エ キ スパ ー ト シ ス テ ム の作成
浅 野 一 夫
コ ン ビ ュ ー タ や O A 機器等に 組み 込 ま れ て い る 電源 回 路 ( 直流安定化電源装置 ) は ， 地方 の 中 堅エ
レ ク ト ロ ニ ク ス メ ー カ ー で 多 く 生産 さ れ て い る 。 よ っ て ， 大規模 な 故障診断や修理の シ ス テ ム がな く ，
多 く の場合専 門 家 に よ る 手作業 での故障診断， 修理が行 わ れ て い る 。 そ こ で， 専 門知 識 を 持 た な い 人
が手軽 に 故障診断， 修理がで き ， ま た 専 門 家の 労 力 ， 時 聞 の 削 減 を 目 的 と し た 故障診断エ キ ス パー ト
シ ス テ ム を f乍成 し た 。
液品配向用 ラ ン グ ミ ュ ア ー ブ ロ ジ ェ ッ ト 膜の作製 と そ の特性
尾 山 実
ラ ピ ン グ処理の要 ら な い 配向 処理法の ひ と つ と し て ラ ン グ ミ ュ ア ー ブ ロ ジ ェ ッ ト ( L B ) 法 を 用 い
て L B 膜 を 作製 し ， こ の 膜 を 液 晶 配 向 膜 と し て 液 晶 セ ル を 作製 し た 。 実験 に 用 い た L B 法 は垂直浸漬
法 で基板が水面 に 対 し て 垂直 に 上下す る 手法 で あ る 。 こ の 手法 を 用 い て ア ラ キ ジ ン 酸 L B 膜， ポ リ イ
ミ ド L B 膜 の 2 種類 に つ い て 液 品 セ ル を 作製 し た 。 そ の セ ル に つ い て 各特性 を 調べ， L B 膜 の 液 品 配
向 膜 と し て の 有効性 を 検討 し た 。
オ ブジ ェ ク ト 指向 を 取 り 入 れ た 論理型言語の作成
金 山 昌 仙
論理型 言 語 Prolog は 人工知能， エ キ ス パー ト シ ス テ ム の研 究 な ど に 広 〈 使 わ れ て い る 。 し か し ，
大規模 な プ ロ グ ラ ム を 開 発す る 際に お い て ， プ ロ グ ラ ム の モ ジ ュ ー ル化 に 関 す る 機能 の 欠 如， 少 な い
デー タ 型， プ ロ グ ラ ム 全体に 渡 っ て 有効 な 変数が な い な ど， 不 足 し て い る 機能が 多 い 。 そ れ ら ， 不 足
し て い る 機能， お よ び オ ブ ジ ェ ク ト 指向 の概念 を 加 え る こ と に よ っ て ， 大規模 な プ ロ グ ラ ム の構築 を
容 易 に し た 拡張 Prolog 処理系 を 作成 し た 。
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Si 基板上への In S b 薄膜の成長
川 島 茂 信
Si ( 100 ) 基板上 に InSb 薄 膜 を 成長 さ せ， 蒸着 時 の フ ラ ッ ク ス 比 ( Sb/ln ) の影響， 蒸着 後 の 熱処
理の効果 を 調べ た 。 そ れ に よ る と ， フ ラ ッ ク ス 比 を 高 く す る と ， ホ ー ル移動度がほ と ん ど 温度変化 し
な い 試料が で き た 。 ま た ， 他の全て の 試料は 全温度領域 に お い て n 型 を 示 し た の に 対 し て ， 蒸着後に
300'C で熱処理 を 行 っ た 場合 は ， 熱処理時 間 を 20分 と す る と ， 低温で p 型 高 温で n 型 の 試料がで き た 。
し か し ， バ ル ク InSb に 比べ る と ， 室温移動 度 は 1 桁以上低 く な っ て い る 。
反強誘電性液晶 セ ル に お け る 分子配列 と そ の電気光学的特性
ネ嬰 井 鉄 史
反 強誘電性液晶 は 表示 焼 き 付 き の 問 題が な い と 言 つ 利 点 を 有す る 。 こ れ を 表示 デノ 〈 イ ス と し て 実用
化す る に あ た っ て 鍵 と な る 立 ち 下 が り 応答特性 の 改善 を 試み た 。 そ の結果， 立 ち 下が り 時 の 印 加電圧
に 対 し 負 の 駆動パル ス を 印加す る こ と で， 立 ち 下が り 時 間 を 約 30μs と 従来法 と 比較 し て 二桁以上短
縮 で き た 。 ま た ， 反転電流測定の結果 よ り 分子 回転 モ デル を 考察 し ， 負 ノ 勺レ ス 電圧値 に は 最適値が存
在す る こ と を 示 し た 。
M B E 成長(Sh2Ge4 ho/Si (00 1 ) 超格子界面の成長温度依存性
新 谷 哲 也
Si ( 001 ) 基板上に 成長 温度 200'C， 300'C， 400'C， 500'C で ( Sh2Ge4 ) 10 超格子 を ， 成長 温度 450'C
で ( Si12Ge4 ) 4 超格子 を 分子線エ ピ タ キ シ 一法 で成長 さ せ， 超格子 界面 の 急、峻性お よ び超格子構造に 対
す る 成長 温度依存性 を ， X 線 回 折， ラ マ ン 散乱， 高分解能 ( 格子像 ) 透過型電子顕微鏡 で評価 し た 。
ど の 成長温度 で も 超格子構造 を 形成 き せ る こ と が で き た 。 し か し ， 200'C ， 300'C ， 500'C では 界面
は 急峻 で、あ る が， 400'C 付近 では 界面 の 急峻性 は 失 わ れ る 。 こ の 原 因 と し て Ge の 偏 析 現 象 が考 え ら
れ る 。
Fhu 
高 温超伝導薄膜の M B E 法 に よ る 作製 と そ の特性
鈴 木 浩 司
MBE ( 分子線エ ピ タ キ シ ー ) 装置 を 用 い ， Bi 系超伝導薄膜 を そ の 層 状構造 に 従 い な が ら 積 み 上 げ
構築す る こ と を 試 み た 。 通常は 蒸着 と 同 時 に 進行す る 酸化及 び結 品化 を ， 蒸着/酸化/結 晶 化 の独立
し た プ ロ セ ス と し て 分離 し ， 各 々 を 望 ま し い 条件 で行 う こ と に よ り ， MgO ( 100 ) 面上に Bi 系酸化物
超伝導体の2201相 ( BÍ2Sr2Cu06 ) の結晶構造 を 1 ユ ニ ッ ト セ ル単位でエ ピ タ キ シ ャ ル成長 さ せ る こ と
に 成功 し た 。 得 ら れ た 薄膜 は 絶縁体 的 で あ っ た 。
オ ブ ジ ェ ク ト 指向 と 状態遷移モ デル に基づ く シ ー ケ ン ス 制御用 言語の作成
滝 田 啓 司
現在， シ ー ケ ン ス制御 の プ ロ グ ラ ミ ン グに は ラ ダー ダ イ ア グ ラ ム 方 式が広 〈 用 い ら れ て い る が， こ
の 方 式 は プ ロ グ ラ ム の構造化， 可読性， 保守性 な ど に 問題 を 持 っ て い る 。 そ こ で オ ブ ジ ェ ク ト 指 向 と
状態選移モ デルに 基づ く 新 し い 言語 を 作成 し た 。 制御対象 を 階層 構造 を な す オ ブ ジ ェ ク ト の 集合 と み
な す こ と でプ ロ グ ラ ム の構造化が可能 と な り ， 制御対象 の動作 を 状態遷移 を 枠組み と し て 記述す る こ
と でプ ロ グ ラ ム の 可読性が増 し た 。
有機 EL 薄膜素子の電気的 ・ 光 学的特性
中 茂 樹
有機 EL 薄膜素子の実用 化 の 鍵 と な る 劣化機構 に つ い て 検討 し た 。 ITO/TPD ( ホ ー ル輸送層 )/Al
単 層 構造 と ITO/TPD/Alq3 ( 発光層 ) /Al 二層構造の 印加電圧一電流密度特性， 定電圧 劣化特性 を 検
討 し た 結果， 類似 の傾向 を 示 し た こ と よ り TPD 層 に よ る 電流制 限， 劣化が特性 に 影響 し て い る と 推
定 し た 。 ま た ， 二層構造 に お け る 発光輝度の 劣化特性 を 併せ て 考 え る と ， 非発光再結合電流の増 大 を
伴 う こ と を 示 し た 。
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Bi 系酸化物超伝導体の M B E 成長
鍋 j畢 j告 文
シ ャ ッ タ ー制御 を 用 い た MBE 法 で Bi 系酸化物超伝導体の2201， 2212相 を 作製 し ， 作 製 し た 薄 膜
の表面状態 を RHEED， 定量分析お よ び Cu の 酸化状態 を XPS， 結 晶 性 を XRD を 用 い て 評価 し た 。
2201相 は 基板温度 を 700� 7500 C， Bi， Cu 付着後 の オ ゾ ン 吹 き 付け 時 間300秒の 条件で最 も 良 い 結品性
を 示 し た 。 ま た 2212相 は ， MgO 基板上に 直接蒸着 し で も 形成 き れ な い が， a-b 軸 の格子定数が等 し い
2201相 を バ ッ フ ァ 一 層 に す る と 形成 さ れ る こ と が分か っ た 。
強誘電性 カ イ ラ ル ス メ ク チ ッ ク 液品 セ ルの層構造制御
甫 寸4 4 I 古川U宮
強誘電性液 晶 セ ル の 層 構造 を X 線 回折法に よ り 調べ た 。 同 一主骨格 ( 同 一 チ ル ト 角 ) を 持 ち 異 な る
自 発分極 を 持つ 液 晶 材料 と ， ネ マ チ ッ ク 液 晶 では 異 な る ブ レ チ ル ト 角 を 持つ ポ リ イ ミ ド 配向 処理 を 組
み 合 わ せ た 。 こ の 組み合 わ せ で は ， 層傾斜角 は 自 発分極， 配向処理に 依 ら ず分子の チ ル ト 角 の 大 き さ
に よ り 一義的 に 決定 さ れ る こ と を 明 ら か に し た 。 ま た ， 容量 電圧特性 の 結果 よ り コ ー ン 上 で の 分子
位置 に 対す る モ デ ル を 示 し た 。
ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク に よ る カ ラ ー 画像の ベ ク ト ル量子化 に 関 す る 研究
南 朋 之
カ ラ ー画像に お け る カ ラ ー 情報圧縮 の一方法 と し て ベ ク ト ル量子化が あ る 。 本研究 では， 対 象 と す
る カ ラ 一面像 の適応的ベ ク ト ル量子化 に ， 自 己組織型 の ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い る こ と を 提案
す る 。 種々 の カ ラ ー 画像 に つ い て ， ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク の諸パ ラ メ ー タ を 変 え て ベ ク ト ル量子化
を 行 い ， 得 ら れ た 画像の 主観評価並びに パ ラ メ ー タ 値 の検討 を 行 っ た 。 そ の 結果， 量子化 レ ベ ル64前
後， 学 習 回 数300 回程度 で ほ ほ、良 好 な 量子化画像が得 ら れ る こ と が分か っ た 。
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